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１．目的  

著者らは，硫黄岳（鹿児島県）において常時微動観測を行い，火口縁が円周直交方向に大きく振動すること

を見つけた 1)．これに端を発して，吾妻小富士（福島県）において 8 点（4 点同時）の常時微動観測を行い，

火口縁の一部分が特に大きく振動している可能性を示唆した 2)．さらに，火口湖である大浪池（鹿児島県），

白紫池（宮崎県）の火口縁において常時微動の同時観測を実施し，火口縁の揺れ方を比較し，白紫池（宮崎県）

の火口縁の一部が極端に大きく振動する特性を示した 3)． 

今回，白紫池（宮崎県）の極端に大きく振動する火口縁の一部分に着目し，高密度の常時微動観測を行うこ

とによって，その範囲や要因の分析を試みた． 

２．白紫池（宮崎県）の火口縁の振動特性 

九州南部の鹿児島県と宮崎県の県境付近に広がる

火山群である霧島連山の中に位置し，白紫池は最高標

高が 1363m，直径約 600m，周囲約 2km のほぼ円形の

火口縁を有する火山で，火口に水がたまった火口湖で

ある．（図-1）． 

白紫池における微動観測は，2021 年 4 月に実施し

た．火口縁に中心からの角度が概ね等しくなるように

8 点の観測点を設定し，南に約 1km 離れたえびのエコ

ミュージアムセンター駐車場に設置した定点（No.0）

と火口縁の 5 点で同時観測を火口縁の観測点を移動

して 4 回実施した．観測には白山工業株式会社製の微

動計 JU210 を用いた． 

観測点 No.0 を基準として，同時記録の水平成分(円

周直交方向)のスペクトル比(H/H スペクトル比)を計

算した（図-2）．15 分間の記録から重複の無い 40.96 秒

×5 区間を 100 通り作成し，同時刻の基準点とのスペ

クトル比を計算し，その分散が最も小さい組み合わせ

の平均値を示した．図-2 の凡例は，左の数字が観測回、

右の数字が観測点を示す． 

図-2 をみると，観測点 No.3（2-3，3-3）は 0.6Hz お

よび 0.9Hz，No.5 は 1.8Hz，No.6 は 0.9Hz 付近に明瞭

なピークが見られた（暖色系の線)．No.3 ではオーダ

ーが異なる振幅となっている点は特筆すべきである．

 
図-1 白紫池（地図：地理院地図に加筆） 

 
図-2 白紫池の H/H スペクトル比(基準点 No.0) 
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一方，観測点 No.1，2，4，7，8 のように明瞭なピー

クが見られない点もあった（水色および緑色の線）．

変位分布図の着目周波数は 0.5～2.5Hz と考えた． 

火口縁観測点の各観測における 0.5～2.5Hz のバン

ドパスフィルタを通した全観測時間の水平変位を

0.1s 刻みで，その位置に〇印をプロットした．観測点

No.3 の 2-3，3-3 は 1/10 の値にしてプロットしている

が，他の地点に比べて変位が大きいことがわかる． 

３．白紫池における高密度常時微動観測 

特定の周波数が卓越し，変位が大きいと判断された，

白紫池の西側の火口縁に位置する観測点 No.3 付近

（No.2～No.4 間）において，概ね 5 度刻みで高密度

常時微動観測を 2022 年 12 月に実施した（図-4）．前

回同様に，えびのエコミュージアムセンター駐車場に

設置した定点と火口縁の 7 点で同時観測とし，火口縁

の観測点を移動して 4 回実施した．同じ観測点を異な

る機材，異なる設置条件で観測できるように配慮した．

円周直交方向の観測点を移動する際には安全にアク

セス可能な範囲に限定した．観測には白山工業株式会

社製の微動計 JU210 を用いた．図-5 に観測状況の写

真を示す． 
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図-3 白紫池の火口縁観測点の変位分布図 

 

 
図-4 白紫池の高密度常時微動観測 

 

図-5 高密度常時微動観測状況（写真） 
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